
令和５年度より
「サタデースクール」の名前が変わります

地域と学校が連携し、地域の人材や企業等の力を生かして、子どもたちを対象に多様な学びや体験の機会を提

供します。活動できる日は、休日や放課後、授業時間など、学校や地域の実情に合わせて実施できま
す。また、前身のサタデースクールで実施してきたことをそのまま活用できます。

～子どもたちの未来のために地域と学校が支え合う仕組みづくり～

昨今、急激な社会の変化に伴い、学校が抱える課題が複雑化・困難化しており、子どもたちにとっても、

これからの時代に求められる力が多様化してきております。

このような状況に対応していくためには、学校だけではなく、地域全体で子どもたちの学びを支えていくことが

必要です。

札幌市では、地域の皆さんと共に培ってきたサッポロサタデースクール事業の経験を生かし、子どもたちへの

学びや体験活動の提供をきっかけに、地域と学校が連携・協働できる体制づくりを進めていきます。

皆さんも私たちと一緒に子どもたちの学びの未来を育んでいきませんか。

地域学校協働活動 略して「ちがくきょうどう」

「主な活動事例」

「参加者の声」

〇地域内外の企業に勤める地域人材や、
様々な分野で活躍する卒業生を講師にした
「キャリア教育」

〇町内会等の地域人材と一緒に取組む
「地域の歴史学習」、「防災体験」

〇アスリート等の外部講師や、地域でスポーツ
を得意としている方等を講師にした「走り方教
室」、「スキー教室」、「水泳教室」

〇地域の学生ボランティアやPTAの協力による
「放課後学習サポート」

等

☺ 【子ども】（卒業生講師）先輩のお話を聞けて、自分も夢に向かって頑張りたいと思いました。

皆のために地域で頑張って働いている人がいるのを知ることができ、ここ（地域）がさらに好きになりました。

☺ 【保護者】地域の方との交流は子どもにとって大切な経験ですし、色々な学びに繋がると思っています。地域皆で子ども

を見守っている雰囲気が嬉しいです。

☺ 【地域人材】自分達の生きがいづくりにも繋がりますし、忙しい先生方を助けることができ、皆で地域の子どもを支えて

いるんだと実感できます。自分達が関わることで、子どもたちに地域への愛着を持ってもらえることも嬉しいことです。

☺ 【学校】活動を継続することで地域の皆さんに学校をより身近に感じてもらい、良き相談相手になってもらえると感じて

います。また地域の方に講師との調整や、運営面をご協力いただくことで、学校としても負担を最小限に、子どもはもち

ろん、地域、学校、参加する全ての皆さんにメリットのある活動が期待できると感じています。

【保護者と一緒に取組んだ理容・美容師体験】

【運動会に向けた走り方教室】

【地域の様々な職業の方を講師にしたキャリア教育】

【地域人材、PTAみんなで取り組んだ昔遊び体験】



運営協議会

構成
●学校周辺地域で子どもの育成やまちづくりに関わる人材
●学校教職員（地域連携担当など窓口になる職員）

役職
(事務局)

●代表者 １名＜地域人材推奨＞
●会計担当 １名＜地域人材推奨＞
●ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ １名以上＜地域人材＞※

※活動の中核を担う有償ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

業務
プログラムの企画・調整・実施
当日スタッフ・協力者の募集・発掘 など

事業委託

運営費支払

運営支援
教育委員会
生涯学習推進課

年間活動計画

地域

ＰＴＡ ＮＰＯ商店街町内会

など
文化団体ｽﾎﾟｰﾂ団体 個人

学校

連携
協働

☺ 地域の子どもたちのために、プログラムを行いたい地域の方と、子どもたちが通っている学校が

連携・協働し、プログラムを実施するための組織である「運営協議会」を作ります。

☺ 事業の実施を希望する運営協議会は、教育委員会に手続きに必要な書類を提出します。

☺ 教育委員会は、条件を満たしている運営協議会に企画・実施を委託します。

運営計画に応じた委託料を支払います。

☺ 運営協議会はコーディネーターを中心に、プログラムの企画や講師の選定を行います。

講師は、できること・得意なことを教えることができる地域住民の方や、内容に関する専門知識を

お持ちの団体・企業の方です。

「事業を実施するための条件」

プログラム当日
・参加対象
運営協議会が構成する
学校の児童生徒。保護者や
兄弟姉妹、地域住民等も可

・参加費
原則無料
※食材、材料費等は実費相当額を徴収

ご相談・お問い合わせは

札幌市教育委員会生涯学習推進課 まで

〒060-0002札幌市中央区北２条西２丁目ＳＴＶ北２条ビル４階

電話011-211-3872 ＦＡＸ011-211-3873

詳しくは市HPにて☞
ハンドブック公開中

さっぽろ市
02-S01-23-870

R5-2-649

実施できる５つの活動（プログラム）

授業や学校行事の補助、地域と連携

した教育活動、校内清掃・学校周辺

の環境整備等のこれまで教職員が

担ってきたものの、地域住民の協力

により効果的になる活動

〇学習支援

〇体験活動

〇体力・健康づくり

〇地域交流

既に地域と学校で実施している取組も、準備・連絡調整を運営協議会が担うことで活動に取り入れることができます。

NEW令和５年度より追加

〇学校支援に関する活動

地域人材を講師と

して行う、

放課後の学習支援

等

文化・芸術、

自然体験等の

多様な活動

体力づくり、

運動能力の向上、

規則正しい生活

習慣づくり

幅広い年代と

の交流、地域

行事等への参

画による地域

貢献活動


